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会  議  録 

会 議 名 第２３期小金井市公民館企画実行委員の会議 第７回 

事 務 局 公民館貫井南分館 

開 催 日 時 平成２７年２月３日（火）午前９時３０分～正午 

開 催 場 所 学習室Ｃ 

出 席 委 員 
大嶋郁子委員、柿原朋子委員、小宮山とみ子委員、本多詮明委員、

森廣美委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 松本浩明主査、千賀義幸、永嶋汐美 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

会 議 次 第 １ 公民館運営審議会の報告（１月２２日開催） 

２ 公民館業務の見直しについて 

３ 平成２７年度貫井南分館講座計画  

４ 各講座の報告と計画 

〔計画〕第３２回貫井南センターまつり公民館イベント、高齢者

学級「けやき学級」、成人学校「江戸野菜に親しもう」、

市民講座（仮題）「江戸川柳」（平成２７年度講座） 

５ その他 

・成人学校「フラワーウォッチング」（平成２７年度講座） 

・国分寺市本多公民館講座への講師依頼について 

 

次回の日程 

 平成２７年３月３日（火）午前９時３０分～ 学習室Ｃ 
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審議経過（主な発言要旨等） 

 
１ 公民館運営審議会の報告（開催日平成２７年１月２２日） 

（１） 報告事項 

ア 公民館業務の見直しについて 

東センターの業務委託については、貫井北センター委託評価、アンケート、

東センターでの利用者懇談会、諮問の答申等を踏まえ、開始時期については検

討中である。今後は、貫井北センター委託先のＮＰＯに決算見込みを求め、引

き続き評価を行い、同時並行的に東センターでの懇談会を数回実施する予定。

現在、第４次基本構想後期基本計画の策定中であるが、今後、公民館としての

計画が必要であり、本館のセンター化、本町分館の取り扱いに対する考え方、

福祉会館の建て替えに伴う本館機能等について、検討していくこととなる。 

イ 都公連委員部会研修部会及び運営委員会について 

第３回研修会が、１月３１日（土）午前１０時から福生市市民会館・公民館

で「公民館の活性化」若者と地域の居場所づくり～国立市の取組からをテーマ

に開催予定。 

ウ 公民館事業の報告について 

貫井南分館からは、高齢者学級「けやき学級」、成人学校「滝めぐり」、成人

学校「そば打ち体験」、市民講座「能と狂言の魅力～鑑賞への誘い」を提出。

けやき学級では、班活動の内容についての説明を行った。また、そば打ち体験

では、野外はそば打ちの他に寄らないのか、野外へ出かけなくとも「そば」に

限らず、武蔵野はうどんもあることから公民館で講師を招いて開催してはどう

かとの質問に対して、あえて場所を変えて、自然にふれながらの環境の中でそ

ば打ち、食事、交流を趣旨に実施していると回答。 

エ その他 

○科学の祭典は、１０月４日（日）の開催となる。 

○２月３日（火）午後２時から４時にかけて三者合同研修会を「教育委員会制

度の見直しで公民館はどう変わるのか」をテーマに本館で実施。 

○東センター業務委託については、２月３日（火）厚生文教委員会で市の考え

方を示す。 

（２）審議事項 

ア 公民館事業の計画について 

貫井南分館からは、音楽鑑賞のつどい「筑前琵琶」を提出。質疑なし。貫井

北センターまつりについて今年度は３月２８（土）・２９日（日）開催である

が、次年度は秋に開催を考えている。 

イ 小金井市公民館手帳（案）について 

審議会委員の新規着任の方のために作成するもので、内容について、年表や

三多摩テーゼ「四つの役割・七つの原則」（略）を略さないほうが良いのでは、

コンミュニティーセンターとの違い等の意見が提案された。 
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（３）その他 なし  次回の日程 ２月２６日（木）午前１０時～ 本館 

 

２ 公民館業務の見直しについて（答申・平成２６年１２月１１日を受けて） 

諮問 公民館業務の見直しについて（平成２６年１０月２３日） 

第１４回公民館運営審議会での公民館側の考え方  平成２７年１月２２日（木） 

東センターの業務運営委託について 

平成２７年４月からの貫井北町センター（公民館、図書館）のＮＰＯ法人「市民

の図書館・公民館こがねい」の業務運営委託評価、平成２６年度小金井市公民館貫

井北分館アンケート調査結果、東センター利用者懇談会、公民館業務の見直しにつ

いて（平成２６年１０月２３日）の諮問を行ってきた。利用者懇談会については、

周知不足から意見、回答が十分とは言えず、数回の開催を考えている。市の方針と

して「市民協働」、「市民サービス向上」が前提としている。開始時期については、

具体的に検討中で決まり次第、報告を行う。委託に際しては、答申の留意事項を留

意したい。 

公民館全体の運営について 

答申の問題事項について、１「公民館運営の中長期計画の立案」及び２「今後の

公民館事業運営委託の考え方の表明」については公運審の場で意見をもらいたいと

考えている。１については、公民館全体の計画が必要と考えている。第４次基本構

想（前期基本計画）では、更なる公民館の活用と貫井北町センターの整備が記載さ

れている。過去には、第２次基本構想では中央公民館、貫井北に分館の整備、５館

構想とされていた。第３次基本構想では、中央公民館と５館構想はなくなり、貫井

北センターが残った形となっている。現在、第４次基本構想の後期基本計画（平成

２８年～３２年）実施計画策定に取り掛かっている。平成１１年の社会教育委員の

会議（答申）では、「施設」について公民館の記述があり、中央公民館の設置を早急

にということと北町分館設置の際には本町分館を廃止するとある。小金井市第３次

行財政改革大綱では、本館のセンター化を検討することとなっており、これに伴っ

て本町分館の考え方、福祉会館の建て替えに伴う本館機能をつめていくこととなる。

このことから今後の公民館計画が必要と考えられる。これらのことは市民サービス

の向上が前提となっている。答申の問題事項３「運営を委託するＮＰＯ法人の事業

活動、決算報告の分析」についてはこれから、ＮＰＯに決算見込を求めていく。４

「貫井北分館運営の更なる検証と分析」については評価を継続していく。５「東分

館に利用者や関係者への十分な主旨説明」ついては、東センター利用者懇談会を数

回開催する予定である。本館のセンター化計画の推進については、何らかの方法を

考えていくが、東センターの状況を見ながらセンター化を考えていく。 

 

３ 平成２７年度貫井南分館講座計画 

平成２７年度予算は現時点では内示の段階であるが、来年度も今年度と同規模で

行う予定。定番の企画を除いては今後、時期や内容について検討を行っていくが、

予定されている各講座の主担当（企画実行委員）を次のように決めることとする。

高齢者学級「けやき学級」全員（チーフに森）、市民講座に森委員、成人学校「江戸
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野菜に親しもう」に小宮山委員・本多委員、成人学校「植物観察」に森委員、成人

学校「滝めぐり」に柿原委員・本多委員、成人学校「アコースティックギター弾き

語り入門」に小宮山委員、成人学校「そば打ち体験」に本多委員、成人学校「フラ

ワーウォッチング」に森委員、センターまつりは全員、「音楽鑑賞のつどい」に大嶋

委員とするが、実質的な計画となった場合にサブ担当を決定することとする。 

 

４ 各講座の報告と計画 

 

【計 画】 

○第３２回貫井南センターまつり公民館イベント 

１月１３日（火）に出演者の代表を含め、打ち合わせを行った。実施日程は５月

９日（土）午後１時から２時３０分、前日午後５時からリハーサルを行う予定。本

番のメンバーは、踊り手が４人、三線が６～７人となる予定。司会は会のメンバー

が行う。楽器の搬入は当日、本人が持参。公民館で用意する物として、着替え用の

部屋（団体利用室）、スピーカ、マイク、マイクスタンド、ＣＤプレーヤー、姿見の

鏡、譜面台（２台・他は会が用意）とする。会場設営は、パネルに紺色の布を掛け

る。内容構成は、中間に１５分位、二胡演奏で皆さんと合唱を入れる予定。休憩は

二胡演奏の用意する合間にとることとする。その他、チラシについては、代表者と

逐次、修正を行う。 

 

○高齢者学級「けやき学級」 

平成２７年度の野外学習計画の中で、６月３日（水）実施予定の東京臨海広域防

災公園の団体予約（ガイド付き）を４５人で予約を行ったが、同日の東京スカイツ

リーへの入場料が事前振込みであるため、５月１３日（水）のオリエンテーション

時には参加可否を明確にしてもらうことと、当日に参加費用の徴収を事前に周知し

ておく必要がある。また、９月９日（水）・１６日（水）実施予定の野外学習で、小

平ふるさと村の駐車場へはマイクロバスの駐車ができないことから、検討を要する。

１０月２１日（水）・２８日（水）実施予定の横浜中華街（昼食予定）の駐車場確保

は、７月１日からホームページでの予約となる。 

 

○成人学校「江戸野菜に親しもう」 

２月１６日（月）に野外研修として、立川市へ東京ウド栽培の見学を行う予定。

交通手段は電車及びモノレールとなる。２月２３日（月）は学習室ＡＢで、午前１

０時から「害虫さまざま」の講義となる。３月９日（月）には閉講式を迎えること

となる。 

 

○市民講座（仮題）「江戸川柳」 

まだ企画の段階であるが、川柳から江戸時代の風俗、庶民の暮らし等、当時の背

景を学習することが主旨となる。全３回（１・はじめての江戸川柳、２・川柳に見

る江戸の四季、３・川柳に見る江戸の生業）で、各委員の開催了承を得て、９月１
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１日（金）、１８日（金）、２５日（金）の午前１０時から正午に開催予定。今後、

講師との打合せを行なっていくこととなる。 

 

５ その他 

○平成２７年度講座、成人学校「フラワーウォッチング」の野外観察が雨天の場合

は、開催を翌日とすること等については、初回の座学事に受講生に説明を行う。 

 

○国分寺市本多公民館からの講座「これからの本多公民館を考える」の講師派遣依

頼について、本館から貫井南分館企画実行委員１名の推薦をお願いされている。

貫井南分館からは本多委員及び柿原委員で調整を行う。 

 

次回の日程 ３月３日（火）午前９時３０分～ 学習室Ｃ 

  

 

 


